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き開山王蔵南

帆
ず

壌

』

、
嵐
、
臼

μ
㎞

塾
蘇
『

灌
㍗、

繍
4

鰍

諺
、繍

〆
苫

わ
れ
ら
歌
う
　
み
ち
の
く
に

奇
し
き
山
あ
り

げ
に
山
の
王
者
　
蔵
王

あ
あ
燃
ゆ
る
火
を
胸
に
抱
き
て

あ
あ
地
に
黙
す
弦
に
幾
と
せ

嵩
き
想
い
の
胸
に
は
げ
し
く

耐
え
て
ゆ
く
も
の

こ
の
山
に
わ
れ
ら
ゆ
め
あ
り

わ
た
し
た
ち
、
市
民
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
朝
に
タ
に
雄
大

な
山
な
み
を
そ
え
、
わ
た
し
た

ち
市
民
の
生
活
を
見
つ
め
つ

つ
、
力
強
く
励
ま
し
て
く
れ
る

蔵
王
。市

が
主
催
し
、
高
山
植
物
の

群
落
地
で
名
高
い
南
蔵
王
の
水

引
き
入
道
登
山
コ
ー
ス
を
整
備

し
て
、
南
蔵
王
山
開
き
を
盛
大

に
行
い
ま
し
た
。
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おめでとうご

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
佐
久
間
　
貢
氏
（
人
権
擁
護
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
太
宰
虎
太
郎
氏
（
地
方
自
治
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
東
山
　
正
義
氏
（
社
会
福
祉
）

勲
五
等
瑞
宝
章

　
鈴
木
　
六
郎
氏
（
郵
政
事
業
）

児
童
手
当
現
羅
続
習

　
六
月
七
日
児
童
手
当
（
昭
和
4
8
年

度
）
第
一
期
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

白
石
市
内
で
八
百
四
十
六
名
が
該
当

に
な
り
児
童
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
は
、
十
八
才
未
満
の
児
童
を
三

人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
、
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童
で
あ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、

内
線
一
二
四
番
）

さ
い
。

ま
だ
手
続

市
民
課
（

へ
お
問
い
合
せ
下

　
　
現
況
届
の
手
続
き
方
法

　
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
｝
回
六
月
に
現
況
届
を
だ

す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．
そ
の

届
け
出
で
を
忘
れ
る
と
、
今
後
の
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
下
記
日
程
の

内
に
届
け
出
で
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
．

　
届
け
出
で
の
と
き
印
鑑
と
加
入
し

て
い
る
保
険
証
を
ご
持
参
下
さ
い
。

教育重点予算

薫婦

　　　鉄筋コンクリート2階建（延1，186m・）

普通教室7、特別教室5、総工費48，406，253円で

近代的設備をと・のえ5月7日落成しました。

老
人
医
療
費
受

伸び伸びと遊具で体力づくり＝児童館

児童手当現況届受付日程

教育施設つぎつぎ誕生

建設準備すすむ児童館図書館越1可小

成落校学ノ1・JiI白

勲
撚

藁

無
、喚／

　
　
　
　
　
　
馨
、

　
　
　
　
ン
、
　
鼎
与
、

　
　
　
　
　
醗
．

　
　
　
　
　
　
’
陣
、

　
　
鐸
　
　
票

甜
　
　
　
》
、

撫鱗

給
者
証
を
更
新

　
老
人
医
療
費
支
給
制
度
が
今
年
の

」
月
か
ら
七
十
才
以
上
の
老
入
を
対

象
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期

間
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
三
十
日

ま
で
と
－
な
っ
て
い
る
の
で
、
次
に
よ

り
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
更
新
の
手
続
き
は
”
下
記
日
程
に

　
よ
り
該
当
地
区
で
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の
”
印
鑑
、

　
老
人
医
療
受
給
者
証
（
ミ
カ
ン
色
）
。

　
健
康
保
険
証
．

　
な
お
、
七
月
一
日
か
ら
扶
養
義
務

者
の
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す
が

従
来
通
り
一
定
所
得
以
上
の
方
は
老

人
福
祉
法
の
も
と
に
は
、
受
給
者
証

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
当
市
で
老

人
医
療
の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る

の
で
七
十
才
以
上
の
老
人
は
全
員
申

請
し
て
新
し
い
受
給
者
証
を
お
受
け

取
り
下
さ
い
。
現
在
使
用
し
て
い
る

受
給
者
証
は
、
七
月
一
日
以
降
は
使

用
出
来
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず

更
新
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

地区名月日時　間場所
越　河6．18前9，30～前11．30越河出張所

斎　川6．18後1．00～後3．00斎川出張所
大　平6．19前9．30～前11．00大平分室
小　原6．19後エ，00～後3，00　小原出張所

大鷹沢6．20前9．30～前11，00大鷹沢出張所

白　川620後LOO～後2．00　白川出張所
福　岡6．21前9．00～後3．OO　福岡分室
白　石6．22前9．OO～後3．00　白石市役所

手続の日程
白石　地区6月26日前（南町・田町・本町・中町・長町・亘理町・短
　　　　　　　　　　ヶ町）市民会館第2集会室
　　〃　　6月26日后（新町・西・中・東益岡）市民会館第2集会室
　　〃　　6月27日前（清水小路・寿町・柳町・本郷第1．2．3）市民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会館第2集会室
　　〃　　6月27日后（本郷4・鷹ノ巣・上郡山・郡山・小下倉）〃
越河　地区6月25日前　　　　　　　　　　　　越河出張所

肇鞭鞭無（※薯麟：環lll）大羅警

白川　地区6月26日后　　　　　　　　　　　　　白川出張所
福岡　地区6月25日后　　　　　　　　　市民会館第2集会室
小原　地区6月26日前　　　　　　　　　　　　　小原出張所
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春の園遊会に

の阿部助役招待市

　
天
皇
、
皇
后

両
陛
下
が
各
界

の
人
々
を
招
い

て
歓
談
さ
れ
る

春
の
園
遊
会
は

十
八
日
東
京
、

赤
坂
御
苑
で
行

わ
れ
、
地
方
自

治
功
労
者
と
し

て
、
阿
部
末
吉

白
石
市
助
役
が

招
待
さ
れ
ま
し

た
。

六
月
十
三
日
か
ら

　
新
し
い
通
話
料
金
制
度
に

　
広
域
時
分
制
と
い
う
、
新
し
い
通

話
料
金
制
度
に
変
り
白
石
か
ら
の
通

話
が
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
①
大
形
青
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
や
、
遠
刈
田
、
宮
局
等

（
市
外
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
）
は

三
分
ご
と
に
十
円
の
継
続
制
と
な
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
ボ
ッ
ク
ス
公
衆

電
話
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
②
大
形
赤
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
は
三
分
ご
と
に
十
円
の

継
続
制
と
な
り
遠
刈
田
・
宮
局
等
は

一
〇
〇
番
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
赤
電
話
の
お
店
に
料
金

表
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

　
③
小
形
赤
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
は
三
分
ご
と
に
十
円
で

切
れ
ま
す
か
ら
、
一
旦
受
話
機
を
か

け
て
あ
ら
た
に
、
か
け
直
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
他
の
局
に
か
け
る
も
の
は
、
全
部

一
〇
〇
番
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
④
大
形
ピ
ン
ク
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
は
三
分
ご
と
に
十
円
の

継
続
制
と
な
り
、
ま
た
相
手
局
が
自

動
局
の
場
合
は
ど
こ
に
で
も
か
け
ら

れ
ま
す
か
ら
十
円
硬
貨
を
余
分
に
準

備
し
て
下
さ
い
。

課薗踊。豊黎ロ民市

　
市
民
の
か
た
が

た
の
利
便
を
第
一

に
考
え
、
窓
ロ
の

一
本
化
と
事
務
の

敏
速
化
を
は
か
る

た
め
窓
口
の
改
善

を
行
い
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
が

転
入
、
転
出
で
住

所
が
変
わ
っ
た
と

き
や
、
結
婚
、
死

亡
な
ど
身
分
の
変

更
が
あ
る
と
き
や

印
鑑
証
明
、
戸
籍

謄
抄
本
、
住
民
票

な
ど
の
証
明
の
交

付
、
国
民
年
金
の

申
請
及
び
給
付
、

児
童
手
当
の
申
請

及
び
支
給
、
清
掃

　
⑤
小
形
ピ
ン
ク
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
は
十
円
硬
貨
で
三
分
ご
と

に
打
切
り
と
な
ら
な
い
の
で
、
使
っ
た

時
分
の
料
金
を
お
支
払
い
下
さ
い
。
そ

の
他
は
一
〇
〇
番
へ
。

　
⑥
　
一
般
加
入
電
話
か
ら
の
通
話

　
市
内
通
話
や
、
遠
刈
田
、
円
田
、

宮
、
七
ヶ
宿
、
越
河
、
小
原
、
北
白

川
等
（
市
外
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

）
の
加
入
者
と
の
通
話
は
三
分
ま
で

ご
と
に
七
円
で
継
続
制
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
局
へ
も
ダ
イ
ヤ
ル
通
話

が
お
得
で
す
か
ら
お
勧
め
し
ま
す
。

　
新
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は

　
　
　
　
⑤
ー
二
〇
〇
〇

　
白
石
局
　
　
　
　
　
番
へ

　
　
　
　
⑤
1
二
こ
○
○

　
　
　
　
　
（
白
石
電
報
電
話
局
）

券
の
売
捌
、
自
動
車
の
臨
時
運
行
許

可
な
ど
の
外
消
費
生
活
相
談
等
の
事

務
手
続
き
の
場
合
は
、
市
民
課
で
行
い

ま
す
。

　
窓
口
は
、
四
ヶ
所
あ
り

①
の
窓
ロ
で
は

◎
転
入
や
転
出
な
ど
住
所
変
更
届
出

◎
結
婚
、
出
生
、
死
亡
な
ど
戸
籍
の
届
出

◎
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民

　
票
な
ど
証
明
が
必
要
な
と
き
、

◎
埋
火
葬
認
可
申
請

②
の
窓
口
で
は

◎
清
掃
券
の
売
捌

◎
自
動
車
の
臨
時
運
行
許
可

　
そ
の
他
①
の
窓
口
事
務

③
の
窓
口
で
は

◎
児
童
手
当
の
申
請
手
続
き

◎
消
費
者
相
談
受
付

◎
米
穀
配
給
事
務
受
付

④
の
窓
口
で
は

◎
国
民
年
金
申
請

届け出の方法
届
出
事
項

交印印転転転死出婚
付錘鑑居出入亡生姻
申明登
請書録届届届届届届

届
出
期
間

一
四
日
以
内

七
日
以
内

一
四
日
以
内

あ
ら
か
じ
め

一
四
日
以
内

“
』

持
参
す

る
も
の

婚
姻
届
書
、
戸
籍
抄
本
、
印
鑑
（
夫
妻
）

出
生
届
書
、
母
子
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
証
、
配
給
通
帳
、
印
鑑

死
亡
届
書
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
配
給
通
帳
、
印
鑑

転
出
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
印
鑑

国
民
健
康
保
険
証
、
配
給
通
帳
、
印
鑑

国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手
帳
、
配
給
通
帳
、
印
鑑

印
鑑
※
代
理
人
が
申
請
す
る
と
き
は
、
委
任
者
が
自
署
し
た
委
任
状
と

　
　
委
任
者
の
印
鑑

印
鑑
登
　
の
場
合
は
当
市
に
登
録
さ
れ
て
あ
る
人
の
印
鑑
（
証
人
）

税
　
務
　
課

墜1匝
圓團

面1）1（2

圏圏
待
合
室

消
費
生
活
の
相
談

　
日
常
買
物
を
し
て
い
る
中
で
、
食

品
の
異
常
や
不
安
、
商
品
の
欠
陥
な

ど
数
多
く
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
・
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
改
善
す
る

に
は
、
私
達
消
費
者
自
身
の
努
力

が
必
要
で
す
。
相
談
員
二
名
を
市
民

課
に
配
置
し
ま
し
て
皆
様
の
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
。
相
談
員
は
水
木

金
曜
日
に
出
勤
し
て
お
り
ま
す
が
、

他
の
日
は
市
民
課
で
受
付
し
て
お
り

ま
す
。
尚
電
話
で
の
ご
相
談
は

　
市
民
課
⑤
二
｝
一
一
内
線
二
一
六

　
中
野
相
談
員
　
⑤
二
六
八
○

　
遠
藤
相
談
員
　
⑥
一
二
〇
四

　
相
談
さ
れ
る
時
は
、
現
品
、
表
示

レ
シ
ー
ト
な
ど
参
考
に
な
る
も
の
で

確
証
が
あ
れ
ば
解
決
も
早
く
、
確
実

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　誌　　　が僑、

一3一
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蜘
轟
・
お
知
ら
せ

一
囹
四
■
固
’
（
内
線
二
八
九
番
）

　
　
三
才
児
検
診
実
施
に
つ
い
て

　
身
体
の
発
育
や
、
精
神
発
達
の
面

か
ら
も
、
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
る

三
才
児
に
対
し
て
、
総
合
的
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
受
検

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
該
当
者
　
昭
和
44
年
1
1
月
1
日
か

　
　
ら
1
1
月
3
0
日
ま
で
の
出
生
者

　
日
　
時
　
6
月
2
6
日
午
後
1
時
ー

　
場
所
白
石
保
健
所

　
検
診
内
容
　
予
診
、
身
体
計
測

　
　
　
　
　
一
般
診
察
　
歯
科
診
察

　
費
用
　
無
料

　
　
母
子
手
帳
を
御
持
参
下
さ
い

團
國
圏
囹
囹
（
内
竺
蚕
胴
四
目
囲
凹
一
（
内
線
二
三
審
）

　
第
七
回
『
議
会
を
み
つ
め
る
会
』

　
　
　
　
参
加
募
集
に
つ
い
て

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
六
月
定
例
市
議
会
傍
聴
の
参
加

者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
、

応
募
資
格

募
集
入
員

応
募
〆
切

応
募
方
法

市
内
に
居
住
す
る
成
人

六
〇
名

六
月
十
六
日

明
る
く
正
し
い
選
挙
推

　
進
協
議
会
事
務
局
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　小原財産区議会議員の一般選挙を6月20日（水1に行ないます
小原財産区議会議員は、6月27日で任期満了となります

市選挙管理委員会では、選挙日等について次のとおり決定しました

※1．選挙期日………………・・P…6月20日困
　2．選挙期日の告示日………………一・…6月13日困

　3．立候補届出期間…………・一…………6月13日と6月14日の2日間
　4，選挙すべき議員の数………………・甲…・10人

※　選挙権及び被選挙権

　小原財産区議会議員の選挙権及び被選挙権は、小原の区域内に住所を有する者で、市の

　議会の議員の選挙権及び被選挙権を有する者に限られます。

※　この選挙は、公職選挙法中、町村議会の議員の選挙に関する規定か適用されます。

　　　　　　白石市選挙管理委員会
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炎予防接種
年に1回
免疫完了者（予防接種を初年度

受けた入）は3年に1回予防接
いことになりましたので、今年
実施（49年度福岡、小原地区、

川、大平、大鷹沢、白川地区）

尚初めての人は全地区が対象と

課又は出張所へ

230円
本脳炎予防接種日程
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番　医
　外　　科
刈田病院⑤2145
宮城医院⑤2062
刈田病院⑤2145
加藤（力医院⑥2653

刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤2101
刈田病院⑤2145

日当
内科

休
羽
佳

日亘理医院⑤2355
日大沼医院⑤2502
日芭　　医院⑤2410

日水野医院⑤2735
日め日藤（司医院⑤2001

日1引地医院⑤2036
日1柿崎医院⑤2210
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